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ウ イ ル ス
東 昇 (京都大学ウイルス研究所):私の担当
したのは,東南アジアにおけるウイルス性の
疾患で,昨日,神戸大学の堀田教授,予防衛
生研究所の北岡博士,それから京都大学から
私,その3人の話があった｡どういうことが
現在問題になっているかを,きのうの討議の
結果から報告する｡
堀田教授の報告によると,神戸大学の医学
部では,1964年インドネシアを中心にした医
療班を編成しており,本年も堀田教授が引率,
現地に赴かれている｡その際の方針としては,
現地の診療と同時に現地の人たちの血清を分
離して持ち帰り,デング熱,日本脳炎,黄熟
の3つのいわゆる熱帯性のウイルス病を中心
に,抗体分布を調査するという仕事を毎年続
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